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人 口 と 世 帯 数

人口の前月比　＋７人

４月末日現在
人　口
　男
　女
世帯数

17,128人
8,072人
9,056人
7,252世帯

４月のうごき
出生
死亡
転入
転出

7人
20人
65人
45人

　かつらぎ町発足60周年を記念し、フォトコンテストを
開催します。かつらぎ町の美しい景色、大切な家族・友
達の笑顔、受け継がれる伝統・文化など、かつらぎ町の
魅力が伝わる写真をお待ちしております。

（平成29年12月17日生まれ）

いろ　は妙寺の
川 原 り えさん・彩 蓮ちゃん

「産まれてきてくれて
　　　　　　　ありがとう」 　かつらぎ町で撮影されたもので魅力が伝わるもの。

【第１期】①「かつらぎ町で暮らす人々」
　　　　　②「かつらぎ町の風景」
【第２期】③「かつらぎ町の伝統行事・文化」
　　　　　④「かつらぎ町のフルーツ」
　　　　　⑤「かつらぎ町のええとこ」

■応募テーマ

【第１期】平成30年８月15日（水）
【第２期】平成31年１月31日（木）
　※郵送の場合は、当日消印有効。

■応募締切

　かつらぎ町内外の居住問わず、どなたでも応募可能。
■応募資格

　企画公室まちづくり推進係
　（内線２２１１）

■応募・問い合わせ

　下記のいずれかの方法でご応募ください。
　　（お一人様何回でもご応募いただけます。）
１．郵送・持参による応募
　　応募用紙に必要事項を記入の上、データととも
　　に郵送又は持参
　　（データはCD-Rに入れてください。※返却しません。）
２．応募フォームから
　　下記応募フォームからお申込みください。
　　（写真の容量は合計５MB以内）　
　　『http://www.town.katsuragi.wakayama.jp
　　　　　　　　　/050/010/20180514163357.html』
　※応募用紙は、役場や公民館
　　などに設置しています。
　※詳細は、申込用紙またはホ
　　ームページをご覧ください。

■応募方法

かつらぎ町発足60周年記念

かつらぎ
ええと

こ
フォトコンテスト

グランプリ
１作品：３万円（商品券）
　　　　２万円相当の特産品

優秀賞
５作品：１万円（商品券）
　　　　３千円相当の特産品
入選
５作品：３千円相当の特産品
町長特別賞
１作品：１万円相当の特産品

町長特別賞は第１期
応募者

　の中から選定しま
す。



今月の主な内容

●まちづくり事業について　　　　　　　　　　　２
●在宅高齢者等訪問理髪サービス事業について　　５
●図書館だより　　　　　　　　　　　　　　　　10
●まちのわだい　　　　　　　　　　　　　　　　12～13
●６月のお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　14～15
●防災シリーズ　　　　　　　　　　　　　　　　16
●健康ひろば　保健カレンダー　　　　　　　　　17～19
●かつらぎええとこフォトコンテスト開催　　　　20
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町
の
活
性
化
お
よ
び
発
展
に

つ
な
が
る
営
利
を
目
的
と
し
な

い
も
の

①
広
域
交
流
促
進
事
業

　

広
域
的
な
交
流
人
口
の
拡
大

に
繋
が
る
地
域
振
興
の
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
事
業

②
地
域
活
動
支
援
事
業

　

地
域
活
動
組
織
の
育
成
強
化
に

繋
が
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業

・
健
康
・
福
祉
の
推
進
の
た
め

の
事
業

・
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め

の
事
業

・
地
域
文
化
の
継
承
ま
た
は
活

用
の
た
め
の
事
業

・
地
域
資
源
を
活
用
し
た
事
業

・
人
材
育
成
事
業

・
移
住
・
定
住
促
進
の
た
め
の

事
業

　

個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、

住
民
自
ら
が
企
画
し
実
施
す
る
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
活

動
を
募
集
し
ま
す
。

　

提
案
さ
れ
た
事
業
は
、
審
査
を
行
い
、
決
定
さ
れ
た
事
業
に
対

し
て
は
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

皆
さ
ん
が
企
画
す
る

皆
さ
ん
が
企
画
す
る

　
　
「
ま
ち
づ
く
り
事
業
」を
支
援
し
ま
す

　
　
「
ま
ち
づ
く
り
事
業
」を
支
援
し
ま
す

皆
さ
ん
が
企
画
す
る

　
　
「
ま
ち
づ
く
り
事
業
」を
支
援
し
ま
す

募
集
事
業

　

町
内
を
活
動
拠
点
と
す
る
、
次

の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
団
体

○
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

○
宗
教
活
動
や
政
治
活
動
を
目

的
と
し
な
い
団
体

○
構
成
員
数
が
５
人
を
超
え
る

団
体

○
町
の
他
の
補
助
金
な
ど
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
団
体

応
募
で
き
る
団
体

補
助
金
の
内
容

・
事
業
計
画
書

・
収
支
予
算
書

・
会
則
、
規
約
お
よ
び
構
成
員

の
名
簿
な
ど

※
様
式
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

提
出
書
類

　

６
月
１
日（
金
）〜
29
日（
金
）

（
土
、
日
を
除
く
）

募
集
期
間

補助金額 申請限度

①広域交流
　促進事業

②地域活動
　支援事業

対象経費の２分の１以内、または
補助対象経費から収益を除いた額
のいずれか低い方

対象経費の３分の２以内、または
補助対象経費から収益を除いた額
のいずれか低い方

上限50万円

上限50万円
※継続する３年間を限度

※同一年度において、１団体につき１回まで

　

審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
を

行
い
、
補
助
金
額
お
よ
び
交
付

団
体
を
決
定
し
ま
す
。

審
査
お
よ
び
決
定

・
事
業
実
施
団
体

　

中
飯
降
区
高
齢
者
連
絡
会

・
事
業
名

　

中
飯
降
駅
前　

朝
ど
り
市
場

（
じ
っ
ち
ゃ
ん
ば
っ
ち
ゃ
ん
と

　

ま
ご
の
店
）

・
代
表
者
名　

西
山　

恵
修

・
総
事
業
費

　

１
，
２
８
６
，
６
５
６
円

・
補
助
金
交
付
額　

50
万
円

・
事
業
分
類

　

地
域
活
動
支
援
事
業

※
そ
の
他
募
集
や
事
業
に
関
す

る
詳
し
い
内
容
・
申
請
書
類
な

ど
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
「
か
つ
ら
ぎ
町
ま
ち
づ
く

り
事
業
」
で
検
索
）
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

企
画
公
室
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（
内
線
２
２
１
１
）

前
年
度
実
績
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一
般
不
妊
治
療
費
助
成
と
は

　

体
外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精
を
除
く

不
妊
治
療
な
ら
び
に
不
育
治
療
に
つ
い

て
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め

に
、
治
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度

で
す
。

対
象
者

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦
で

あ
る
こ
と

②
夫
ま
た
は
妻
の
い
ず
れ
か
一
方
、
あ

る
い
は
両
者
が
県
内
に
住
民
登
録
を
し

て
お
り
、
登
録
期
間
が
１
年
以
上
で
あ

る
こ
と

③
申
請
日
に
か
つ
ら
ぎ
町
に
住
民
登
録

さ
れ
て
い
る
こ
と

④
医
療
保
険
法
に
基
づ
く
被
保
険
者
か

組
合
員
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
方
の
被
扶

養
者
で
あ
る
こ
と

　

体
外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精
に
対
す

る
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
と
一
般
不
妊

治
療
費
助
成
に
よ
り
、
不
妊
治
療
の
初

期
段
階
か
ら
高
度
治
療
に
至
る
ま
で
、

す
べ
て
の
段
階
で
切
れ
目
の
な
い
総
合

的
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

所
得
制
限

　

夫
お
よ
び
妻
の
前
年
の
所
得
の
合
計

額
が
７
３
０
万
円
未
満
の
方

助
成
内
容

　

年
３
万
円
以
内
で
２
年
間
助
成

申
請
方
法

　

治
療
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
度
内

に
申
請
書
（
添
付
書
類
要
）
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課

衛
生
係
（
内
線
２
０
５
９
）

①
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦
で

あ
る
こ
と

②
夫
ま
た
は
妻
の
い
ず
れ
か
一
方
、
あ

る
い
は
両
者
が
県
内
に
住
民
登
録
を
し

て
い
る
こ
と

③
申
請
日
に
か
つ
ら
ぎ
町
に
住
民
登
録

さ
れ
て
い
る
こ
と

④
医
療
保
険
法
に
基
づ
く
被
保
険
者
か

組
合
員
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
方
の
被
扶

養
者
で
あ
る
こ
と

所
得
制
限

　

夫
お
よ
び
妻
の
前
年
の
所
得
の
合
計

額
が
７
３
０
万
円
未
満
の
方

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
回
数
・

対
象
年
齢
の
範
囲

　

初
め
て
助
成
を
受
け
た
際
の
治
療
開

始
時
の
妻
の
年
齢
が

　

・
40
歳
未
満　

　
　
　

43
歳
に
な
る
ま
で
に
通
算
６
回

　

・
40
歳
以
上
43
歳
未
満

　
　
　

43
歳
に
な
る
ま
で
に
通
算
３
回

助
成
内
容

　

１
回
の
治
療
に
要
す
る
費
用
か
ら
県

の
助
成
額
を
控
除
し
た
額
（
上
限
５
万

円
）

申
請
方
法

　

治
療
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
度
内

に
申
請
書
（
添
付
書
類
要
）
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
先　

橋
本
保
健
所

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
衛
生
係

（
内
線
２
０
５
９
）

不
妊
治
療
費
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

一
般
不
妊
治
療
費

一
般
不
妊
治
療
費

　
　
　
　
　

助
成
制
度

　
　
　
　
　

助
成
制
度

一
般
不
妊
治
療
費

　
　
　
　
　

助
成
制
度

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
と
は

　

体
外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精
に
よ
る

不
妊
治
療
に
つ
い
て
、
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
に
、
県
が
実
施
す
る

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
に
上
乗
せ

助
成
す
る
制
度
で
す
。

対
象
者

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

特
定
不
妊
治
療
費

特
定
不
妊
治
療
費

　
　
　
　
　

助
成
制
度

　
　
　
　
　

助
成
制
度

特
定
不
妊
治
療
費

　
　
　
　
　

助
成
制
度

児
童
手
当

〜
現
況
届
を
お
忘
れ
な
く
〜

　

６
月
以
降
も
継
続
し
て
児
童
手
当
を

受
け
る
に
は
、
６
月
中
に
「
現
況
届
」

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
か
つ
ら
ぎ
町
か
ら
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方

　

５
月
31
日
に
現
況
届
を
発
送
し
ま
し

た
の
で
、
提
出
期
限
ま
で
に
住
民
福
祉

課
福
祉
係
へ
必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

６
月
29
日（
金
）

◆
勤
務
先
や
別
の
市
町
村
か
ら
児
童
手

当
を
受
給
し
て
い
る
方

　

勤
務
先
な
ど
に
現
況
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
期
限
は
、
勤
務
先
な

ど
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課

福
祉
係
（
内

線
２
０
６
４
）



広報かつらぎ  平成30年（2018年）6月号 4

　

平
成
30
年
度
の
個
人
町
民
税
・
県
民

税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
納

税
通
知
書
・
納
付
書
を
６
月
13
日（
水
）

に
発
送
し
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
給
与
所
得
者
で
そ
の
事
業
所

が
特
別
徴
収
義
務
者
に
指
定
さ
れ
て
い

る
場
合
、
町
民
税
・
県
民
税
は
６
月
か

ら
翌
年
の
５
月
ま
で
の
期
間
、
毎
月
の

給
与
か
ら
差
し
引
か
れ
、
事
業
所
よ
り

納
付
さ
れ
ま
す
。

◇
全
期
前
納
さ
れ
る
方

　

全
納
用
の
納
付
書
で
７
月
２
日（
月
）

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
期
別
で
納
付
さ
れ
る
方

　

下
記
の
と
お
り
、
各
納
期
限
ま
で
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
口
座
振
替
の
ご
案
内

　

口
座
振
替
は
、
納
期
限
ご
と
に
納
付

場
所
で
納
付
し
な
く
て
も
、
自
動
的
に

指
定
預
貯
金
口
座
か
ら
納
税
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
、
税
務
課

ま
た
は
指
定
金
融
機
関
に
備
え
て
い
る

「
町
税
等
口
座
振
替
申
込
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
預
貯
金
口
座
届

印
を
押
印
し
て
指
定
金
融
機
関
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

課
税
物
件
明
細
書
を
固
定
資
産
税
納

税
通
知
書
に
同
封
し
て
い
ま
す
の
で
、

所
有
し
て
い
る
土
地
・
家
屋
な
ど
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点
は
、
固

定
資
産
税
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
農
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な

ど
の
確
定
申
告
に
お
い
て
、
租
税
公
課

の
計
算
に
利
用
で
き
ま
す
の
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

税
に
関
す
る
お
知
ら
せ

税
務
課
か
ら

平
成
30
年
度
町
税
納
付
の
お
願
い

固
定
資
産
税
課
税
物
件
明
細
書

　

４
月
１
日
現
在
65
歳
以
上
の
公
的
年

金
の
受
給
者
で
、
前
年
中
の
年
金
所
得

に
係
る
個
人
町
民
税
・
県
民
税
の
納
税

義
務
の
あ
る
方

※
次
の
方
な
ど
は
特
別
徴
収（
天
引
き
）

の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

・
介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
の
対
象
と

な
ら
な
い
方

・
当
該
年
度
の
特
別
徴
収
税
額
が
老
齢

基
礎
年
金
等
の
額
を
超
え
る
方

対
象
者

　

こ
の
制
度
は
、
納
税
義
務
者
（
年
金

受
給
者
）
が
支
払
う
べ
き
個
人
町
民

税
・
県
民
税
を
日
本
年
金
機
構
な
ど
の

「
年
金
保
険
者
」
が
町
に
直
接
納
め
る

よ
う
に
納
税
方
法
を
変
更
す
る
も
の
で

あ
り
、
新
た
な
税
負
担
が
生
じ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
特
別
徴
収（
天
引
き
）さ
れ
る

の
は
「
年
金
所
得
に
係
る
個
人
町
民

税
・
県
民
税
」
で
あ
り
、
「
給
与
所
得

に
係
る
個
人
町
民
税
・
県
民
税
」
は
こ

れ
ま
で
通
り
別
途
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

新
た
な
税
負
担
が
生
じ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

以
前
か
ら
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
方
は
、
す
で
に
４
月
分
か
ら
特

別
徴
収
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
４
月
、

６
月
、
８
月
分
が
仮
徴
収
と
な
り
、
確

定
し
た
年
税
額
か
ら
仮
徴
収
分
を
差
し

引
い
た
残
額
を
10
月
、
12
月
、
２
月
で

年
金
か
ら
特
別
徴
収
し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
こ
の
制
度
の
対

象
と
な
っ
た
方
は
、
平
成
30
年
10
月
支

給
分
の
年
金
か
ら
特
別
徴
収
を
開
始
し

ま
す
の
で
、
平
成
30
年
６
〜
９
月
ま
で

は
普
通
徴
収
（
納
付
書
に
よ
り
指
定
金

融
機
関
な
ど
で
納
め
る
方
法
）
に
よ
り

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
規
対
象
の
方
は
平
成
30
年
10
月

支
給
分
か
ら
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

個
人
町
民
税
・
県
民
税
の
公
的
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
に
つ
い
て

・かつらぎ町役場
・きのくに信用金庫
・紀北川上農業協同組合
・近畿労働金庫
・㈱紀陽銀行
・㈱ゆうちょ銀行
　※近畿２府４県所在の各
　ゆうちょ銀行・郵便局に限る
・㈱南都銀行　　　　　　
・㈱関西アーバン銀行　　
・納付書に記載しているコン
　ビニエンスストア

・町民税・県民税、国保税などについて
　税務課住民税係（内線２０４２）
・固定資産税・都市計画税などについて
　固定資産税係（内線２０４３）
・納税、証明書発行などについて
　徴収係（内線２０４１、２０４４）

納付場所
第１期
　７月２日㈪
第２期
　７月31日㈫
第３期
　８月31日㈮
第４期
　10月１日㈪
第５期
　10月31日㈬
第６期
　11月30日㈮
第７期
　12月25日㈫

納 期 限

税に関する問い合わせ
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平
成
30
年
度
の
住
宅
へ
の
浄
化
槽
設
置
整
備
に
か
か
る
補
助
金

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
者

　

住
宅
に
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
を
予
定
し
て
い
る
方

対
象
地
域　
　

町
内
全
域

（
公
共
下
水
道
に
接
続
可
能
な

住
宅
を
除
く
）

申
請
期
限

　

11
月
30
日（
金
）ま
で

※
浄
化
槽
設
置
工
事
を
平
成
31

年
２
月
末
日
ま
で
に
完
了
す
る

こ
と

１
．
保
守
点
検

　

浄
化
槽
の
調
整
・
修
理
や
消

毒
薬
の
補
充
等
を
保
守
点
検
業

者
に
依
頼
し
て
行
い
ま
す
。
４

カ
月
に
１
回
以
上
の
実
施
が
必

要
で
す
。

２
．
清
掃

　

浄
化
槽
内
に
溜
ま
っ
た
汚
泥

の
引
き
抜
き
や
洗
浄
を
汲
取
業

者
に
依
頼
し
て
行
い
ま
す
。
年

１
回
以
上
の
実
施
が
必
要
で
す
。

３
．
法
定
検
査

　

保
守
点
検
や
清
掃
な
ど
の
維

持
管
理
が
適
正
に
さ
れ
、
機
能

に
問
題
が
な
い
か
を
県
水
質
保

全
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
ま
す
。

年
に
１
回
の
実
施
が
必
要
で
す
。

・
浄
化
槽
の
各
種
届
出

◆
浄
化
槽
使
用
開
始
報
告
書

使
用
を
開
始
・
再
開
す
る
と
き

◆
浄
化
槽
休
止
届

３
カ
月
以
上
使
用
し
な
い
と
き

◆
浄
化
槽
使
用
廃
止
届
出
書

取
り
壊
す
ま
た
は
公
共
下
水
道

に
接
続
す
る
と
き

◆
浄
化
槽
管
理
者
変
更
報
告
書

管
理
者
を
変
更
し
た
と
き

問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
生

活
環
境
係
（
内
線
２
２
３
０
）

・
浄
化
槽
と
は

　

浄
化
槽
は
微
生
物
の
力
を
利

用
し
て
生
活
排
水
の
汚
れ
を
分

解
し
、
き
れ
い
な
水
に
し
て
か

ら
排
出
す
る
も
の
で
す
。
公
共

下
水
道
が
未
整
備
の
地
域
に
お

い
て
は
、
ト
イ
レ
を
水
洗
化
で

き
る
だ
け
で
な
く
、
水
質
汚
濁

を
防
ぐ
重
要
な
設
備
で
す
。

・
浄
化
槽
設
置
後
の
維
持
管
理

　

浄
化
槽
が
き
れ
い
な
水
を
排

出
し
て
い
く
た
め
に
は
適
切
な

維
持
管
理
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
次
の
３
つ
の
事
項
を

徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

※
浄
化
槽
法
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
必
ず
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象
者

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
在
宅

の
方

・
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方

・
要
介
護
度
が
４
ま
た
は
５
で
、

か
つ
寝
た
き
り
も
し
く
は
寝
た

き
り
の
生
活
が
主
体
と
な
っ
て

い
る
方

内
容

調
髪
、
顔
そ
り
な
ど

※
利
用
者
の
状
況
に
よ
り
、
実

施
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

自
己
負
担
金

訪
問
理
髪
費
用
の
２
分
の
１
の

額
を
補
助
し
ま
す
（
上
限
２
千

円
）
差
額
は
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

◆
平
成
30
年
度
よ
り
美
容
師
の

方
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
理
・
美
容
師
出
張
業
務
届
出

書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、

本
事
業
に
登
録
い
た
だ
け
る
方

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課

長
寿
社
会
係（
内
線
６
０
２
０
）

か
つ
ら
ぎ
町
在
宅
高
齢
者
等
訪
問

理
髪
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
お
知
ら
せ

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

浄
化
槽
に
つ
い
て

※加算額は都市計画区域のみ
（花園、天野、志賀、新城、四邑地区を除く地域）
※人槽区分は算定人員に基づきます。

人槽区分 補　助　金　額 加　算　額（※）
５人槽
７人槽
10人槽

３３２，０００円
４１４，０００円
５４８，０００円

１６６，０００円
２０７，０００円
２７４，０００円

補助金額

サービスの流れ

②審査後、利用決定通知と利用券
を送付します

③訪問理髪サービス登録者と日程
調整し、訪問日を決定します

④サービスを受けた後、利用券と
自己負担金を支払ってください

①健康推進課へ申請書を提出して
ください
※ケアマネージャーなどの証明が必
要です。
※介護保険被保険者証の写しを添付
してください。
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投票区の変更について
　平成30年６月１日から、第18投票区と第19投票区が1つの投票区に統廃合されます。これに伴い、
一部地域を除き投票区名が変更となりますので、お知らせします。

投票区名 投　票　所　名
第１投票区
第２投票区
第３投票区
第４投票区
第５投票区
第６投票区
第７投票区
第８投票区
第９投票区
第10投票区
第11投票区
第12投票区
第13投票区
第14投票区
第15投票区
第16投票区
第17投票区
第18投票区
第19投票区
第20投票区
第21投票区
第22投票区
第23投票区
第24投票区
第25投票区
第26投票区
第27投票区
第28投票区
第29投票区
第30投票区
第31投票区

第32投票区

第33投票区

高田児童館
四郷地域交流センター（ともがき）
滝郷土文化保存伝習施設
東谷ふるさとセンター
平生活改善センター
窪ふるさと館
かつらぎ町新規作物地域ブランド定着施設
笠田ふるさと交流館
中佐野集会所
笠田公民館佐野分館
柏木神社社務所
大谷公民館
（旧）丁ノ町幼稚園
かつらぎ体育センター
妙寺中学校体育館
広野地区高齢者活動促進施設
短野集会所
勝楽寺
中飯降児童館
山崎集会所
教良寺集会所
三谷公民館
寺尾集会所
平沼田児童館
見好公民館
西渋田児童館
四邑公民館
（旧）志賀小学校講堂
天野地域交流センター（ゆずり葉）
新城農作業準備休養施設
（旧）新子公民館前消防器具庫

投票区名 投　票　所　名
第１投票区
第２投票区
第３投票区
第４投票区
第５投票区
第６投票区
第７投票区
第８投票区
第９投票区
第10投票区
第11投票区
第12投票区
第13投票区
第14投票区
第15投票区
第16投票区
第17投票区

第18投票区

第19投票区
第20投票区
第21投票区
第22投票区
第23投票区
第24投票区
第25投票区
第26投票区
第27投票区
第28投票区
第29投票区
第30投票区

高田児童館
四郷地域交流センター（ともがき）
滝郷土文化保存伝習施設
東谷ふるさとセンター
平生活改善センター
窪ふるさと館
かつらぎ町新規作物地域ブランド定着施設
笠田ふるさと交流館
中佐野集会所
笠田公民館佐野分館
柏木神社社務所
大谷公民館
（旧）丁ノ町幼稚園
かつらぎ体育センター
妙寺中学校体育館
広野地区高齢者活動促進施設
短野集会所

中飯降児童館

山崎集会所
教良寺集会所
三谷公民館
寺尾集会所
平沼田児童館
見好公民館
西渋田児童館
四邑公民館
（旧）志賀小学校講堂
天野地域交流センター（ゆずり葉）
新城農作業準備休養施設
（旧）新子公民館前消防器具庫

＜変更前＞ ＜変更後＞

第32投票区

第31投票区

花園集会所

花園保健福祉館または
久木コミュニティセンター

花園集会所

花園保健福祉館または
久木コミュニティセンター

問い合わせ　かつらぎ町選挙管理委員会（総務課内　内線２０３２）



広報かつらぎ  平成30年（2018年）6月号7

平成30年度　自治区長さんの紹介
　各自治区の運営をはじめ、自治区と町との連絡調整などさまざまなことでお世話になります。
よろしくお願いいたします。　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　 《敬称略》

平成30年度　母子保健推進員さんの紹介
　乳幼児の健診や予防接種の推進、育児サークルの紹介など、そして、子育てについて相談にも
応じます。また、さまざまな形で健康づくりの活動を実践します。　　　　　　　《敬称略》

お世話になります お世話になりました

中　飯　降　　岡村　利晴
短　　　野　　大浦　俊一
東　渋　田　　草田　宗和
西　渋　田　　東野　正照
中　央　部　　北山　佳史
三　　　谷　　築野　一郎
四　　　邑　　西浦　正忠
志　　　賀　　辰巳　佳行
天　　　野　　中瀬　孝大
新　　　城　　中前　光雄
上　花　園　　西浦　秀男
下　花　園　　亀井　嘉一

阪口　義範（高　　田）
森下　秀樹（笠田西部）
柳澤　一好（笠 田 中）
高橋　喜章（笠田東第一）
中岡　新悦（佐　　野）
中谷　勝彦（四郷第一）
西本　忠弘（四郷第二）
大谷　典一（短　　野）
井尾　浩二（四　　邑）

自治区名 氏　　名 自治区名 氏　　名

氏　　名 担　当　地　区

退任された自治区長さん

高田
移、背ノ山、窪、萩原、北川
笠田中全域（北川除く）
駅東、駅西
中ノ丁、戎丁、楠丁、南新町、
十五社、東北出、東山田、睦ヶ丘
西部、中部、丸和、東部
新生、駅南、本町、第３班
笠田団地
中佐野、折居、上松西、上松東、
緑ヶ丘、住吉、東広浦、西広浦
佐野１・２・３・４・５・６
西大谷、永安
東大谷、蛭子
大薮
西柏木、東柏木
丁ノ町全域
（市原、丁東、柿ノ木を除く）
市原、丁東、柿ノ木
新田東、新田駅前、新田宮、新田西
妙１・２・３・４・９、東新町、
西新町、上ノ丁、紀北分院
妙５・６・７・８、西ノ丁
妙寺団地、おばな、茶屋出
広垣内、妙11、妙12

氏　　名 担　当　地　区
溝端　惠子
湯川眞喜子
前田　貞代
渡　　順子

雪谷　容子

岡部美枝子

中部屋美紀

宇野万由美
井上　典子
結城　千代
岩原　泰子
土屋垣内清美
安武　　史
中野季史子
小西　教子
辻　　禮子
上岡　惠子
岡﨑　晴己
的場八重子
田中　和子
小林由美子

広野、短野、大畑、西飯降
城山、城南、乾、農大、三和、睦、南東
東出、嵯峨谷
西山、西ノ五、西ノ三、白原、
畑峯、北出、島
東和、谷口、谷口第一、宮浦、
今西、二八
入道山、親友、二六、大橋、神祐、
共和、懇友、昭和、友愛、同友、近友
桃の木、中村、名山、宮本、
上平沼田、平沼田
寺尾、兄井
西番、宮番、中番、島番、東番
教良寺、山崎
日高、星山、御所１・２、星川
上天野、川東、神田、川西
上新城、下新城 
上志賀、中志賀、下志賀
二ノ宮、新体
下広口、大松
西滝、東滝
平、大久保、下津川
堀越、中畑、神野、東谷
花園地区
花園地区

高　　　田　　木村　清彦
笠 田 西 部　　関本　俊彦
笠　田　中　　山根木弘修
笠田東第一　　清田　典彦
笠田東第二　　藤岡　稔忠
真　　　和　　藤井　　雄
佐　　　野　　久保　正永
四 郷 第 一　　仲谷　康隆
四 郷 第 二　　前岡　敬造
大　　　谷　　西林　成己
丁　ノ　町　　谷本　惠則
新　　　田　　岡浦　啓之
妙　　　寺　　櫻井　邦男

山本久美子
伊藤　和子
岡田美佐子
山髙　　美
北林　悦子

井上　元子
東　　千歳
宮本有美子
平藪　恵子

鶴田　文子
野中　美鈴
守口　惠子
野﨑　恵子
前田嘉代子
森本　榮子

木下喜世幸
本田　ゆみ
薮本多惠子

坪井　静香
木村　安子
辻本三千代
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公
文
書
開
示
請
求
件
数　

８
件

（
内
訳
）全
部
開
示　
　
　

２
件

　
　
　

部
分
開
示　
　
　

２
件

　
　
　

非
開
示　
　
　
　

２
件

　
　
　

却
下　
　
　
　
　

２
件

個
人
情
報
開
示
請
求
件
数
３
件

（
内
訳
）全
部
開
示　
　
　

２
件

　
　
　

部
分
開
示　
　
　

１
件

申
込
資
格

申込書配布期間　５月30日㈬～６月15日㈮
申込書受付期間　６月６日㈬～15日㈮

山間部（新城、花園地区）にある
町営住宅については、今回の空
家募集とは別に随時、入居募集
を行っていますので、こちらの詳
細についても、お問い合わせくだ
さい。

団地名
（所在地）

募集
戸数 建築年 月額家賃（円） 構造 床面積 間取り

笠田
（笠田東215）

渋田
（西渋田28）

１戸

１戸

１戸

S41

S44

S46

7,800～13,800

3,900～7,700

4,300～8,400

簡易耐火２階

簡易耐火平屋

簡易耐火平屋

3K、浴室なし

2K、浴室スペ
ースのみ
2K、浴室スペ
ースのみ

43.0㎡

34.0㎡

34.0㎡

情
報
公
開
条
例
・
個
人
情
報
保
護
条
例

平
成
29
年
度
か
つ
ら
ぎ
町

の
運
用
は
次
の
と
お
り
で
す

か
つ
ら
ぎ
町
長

公
文
書
開
示
請
求
件
数　

２
件

（
内
訳
）全
部
開
示　
　
　

１
件

　
　
　

部
分
開
示　
　
　

１
件

個
人
情
報
開
示
請
求
件
数
０
件

か
つ
ら
ぎ
町
議
会

公
文
書
開
示
請
求
件
数　

０
件

個
人
情
報
開
示
請
求
件
数
０
件

か
つ
ら
ぎ
町
公
平
委
員
会

公
文
書
開
示
請
求
件
数　

０
件

個
人
情
報
開
示
請
求
件
数
０
件

か
つ
ら
ぎ
町
監
査
委
員

公
文
書
開
示
請
求
件
数　

０
件

個
人
情
報
開
示
請
求
件
数
０
件

か
つ
ら
ぎ
町
農
業
委
員
会

公
文
書
開
示
請
求
件
数　

０
件

個
人
情
報
開
示
請
求
件
数
０
件

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
管
理
係

（
内
線
２
０
２
６
）

か
つ
ら
ぎ
町
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会

公
文
書
開
示
請
求
件
数　

２
件

（
内
訳
）部
分
開
示　
　
　

１
件

　
　
　

非
開
示　
　
　
　

１
件

個
人
情
報
開
示
請
求
件
数
０
件

か
つ
ら
ぎ
町
教
育
委
員
会

公
文
書
開
示
請
求
件
数　

０
件

個
人
情
報
開
示
請
求
件
数
０
件

か
つ
ら
ぎ
町
選
挙
管
理
委
員
会

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

①
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
な
方

②
本
人
お
よ
び
同
居
者
の
合
計

年
間
総
所
得
額
が
条
例
で
定
め

る
規
定
内
（
月
額
15
万
８
千
円

以
下
、
裁
量
階
層
に
あ
っ
て
は

月
額
21
万
４
千
円
以
下
）
の
方

③
地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

方
で
、
定
め
ら
れ
た
家
賃
お
よ

び
敷
金
を
支
払
う
能
力
を
有
す

る
方

④
本
人
お
よ
び
同
居
者
が
暴
力

団
員
で
な
い
こ
と

※
申
込
書
の
配
布
、
受
付
は
建

設
課
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
書

類
が
そ
ろ
わ
な
い
場
合
の
受
付

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
入
居
申
込
資
格
の
詳
細
や
家

賃
額
、
必
要
書
類
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

建
設
課
住
宅
係

　

（
内
線
２
０
８
５
）
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅

高
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅
は
、
高

田
地
区
住
宅
市
街
地
総
合
整
備

事
業
の
一
環
と
し
て
建
設
し
た

賃
貸
住
宅
で
す
。

　

今
回
事
業
が
完
了
し
た
こ
と

か
ら
、
空
家
を
一
般
入
居
者
に

対
し
募
集
を
行
い
ま
す
。

選
考
方
法

　

入
居
申
込
者
が
募
集
戸
数
を

超
え
る
場
合
は
、
公
開
抽
選
に

よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

必
要
書
類

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅
入
居
申

込
書

②
所
得
証
明
書
（
市
町
村
が
発

申
込
書
配
布
期
間

６
月
４
日（
月
）〜
22
日（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
（
土
曜
・
日
曜
を
除
く
）

申
込
書
受
付
期
間

６
月
11
日（
月
）〜
22
日（
金
） 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
（
土
曜
・
日
曜
を
除
く
）

※
申
込
書
の
配
布
、
受
付
は
建

設
課
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
書

類
が
そ
ろ
わ
な
い
場
合
の
受
付

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

申
込
資
格

①
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
な
方

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居

し
よ
う
す
る
親
族
が
本
人
を
含

め
て
２
名
以
上
あ
る
世
帯

③
本
人
お
よ
び
同
居
者
の
合
計

年
間
総
所
得
額
が
条
例
で
定
め

る
規
定
内
（
月
額
15
万
８
千
円

以
下
、
裁
量
階
層
に
あ
っ
て
は

月
額
21
万
４
千
円
以
下
）
の
方

④
地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と

⑤
本
人
お
よ
び
同
居
者
が
暴
力

団
員
で
な
い
こ
と　

行
し
た
入
居
し
よ
う
と
す
る
方

（
中
学
生
以
下
は
除
く
）
全
員

の
所
得
証
明
書
）

③
納
税
証
明
書
（
市
町
村
が
発

行
し
た
入
居
し
よ
う
と
す
る
方

（
中
学
生
以
下
は
除
く
）
全
員

の
納
税
証
明
書
ま
た
は
未
納
が

な
い
証
明
書
）

④
住
民
票
（
入
居
し
よ
う
と
す

る
方
全
員
の
住
民
票
の
写
し
）

⑤
婚
約
者
を
有
し
て
い
る
方
は
、

そ
の
事
実
を
確
認
で
き
る
書
類

（
婚
約
証
明
書
）

※
こ
の
ほ
か
、
入
居
申
込
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
建
設
課
事
務

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

建
設
課
事
務
係

（
内
線
２
０
８
０
）

高田コミュニティ高田コミュニティ（15号15号）高田コミュニティ（15号）

募集概要
住 宅 名

所 在 地

募 集 戸 数

号 数

建 築 年

家 賃 月 額

共 益 費

構 造

床 面 積

間 取 り

高田コミュニティ

高田235番地4

1戸

15号

H25年

23,000円～36,700円

準耐火

54.15㎡

2DK
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立
春
の
朝
の
座
敷
に
ま
ろ
び
い
る
追
儺
の
な
ご
り
豆
の
い
く
粒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梶　

和
子

青
空
に
萌
黄
の
芽
吹
き
か
が
や
き
て
欅
一
樹
に
力
み
な
ぎ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤
本
み
ゆ
き

外
食
の
中
華
の
味
を
つ
め
込
ん
で
帰
途
の
ユ
リ
道
花
水
木
映
ゆ

　

 　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

里
神
美
喜
代

茄
子
き
ゅ
う
り
西
瓜
な
ん
き
ん
植
え
終
え
て
防
獣
ネ
ッ
ト
で
す
ぐ

に
囲
い
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芋
瀬　

重
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
か
つ
ら
ぎ
短
歌
会
）

雨
と
詩
人
と
落
花
と

　
　
　
　
　
　
　
　

葉
室　

麟

悪
徳
の
輪
舞
曲　

中
山　

七
里

に
ら
み　
　
　
　

長
岡　

弘
樹

枕
女
王　
　
　
　

新
堂　

冬
樹

引
き
抜
き
屋
（
１
、
２
）

　
　
　
　
　
　
　

雫
井　

脩
介

わ
た
し
の
忘
れ
物　

乾　

ル
カ

ゲ
ー
ム
の
王
国
（
上
・
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　

小
川　

哲

そ
れ
ま
で
の
明
日　
　

原　

尞

わ
た
し
、
定
時
で
帰
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

朱
野　

帰
子

趣
味
・
実
用
書
な
ど

趣
味
・
実
用
書
な
ど

児
童
書

ヤ
モ
ッ
プ
さ
ん
、
ぴ
た
っ
と
か

い
け
つ
！　
　
　

松
山　

円
香

ど
う
ぶ
つ
の
お
や
こ

　
　
　
　
　
　
　

薮
内　

正
幸

モ
ン
ス
タ
ー
・
ホ
テ
ル
で
プ
レ

ゼ
ン
ト　
　
　
　

柏
葉　

幸
子

奇
譚
ル
ー
ム

　
　
　
　

は
や
み
ね　

か
お
る

し
あ
わ
せ
の
牛
乳　

佐
藤　

慧

津
波
の
霊
た
ち

リ
チ
ャ
ー
ド・ロ
イ
ド・パ
リ
ー

極
上
の
孤
独　
　

下
重　

暁
子

ト
ヨ
タ
式
超
ラ
ク
家
事

　
　
　
　
　
　
　
　

香
村　

薫

つ
く
お
き
の
じ
み
べ
ん

　
　
　
　
　
　
ｎ
ｏ
ｚ
ｏ
ｍ
ｉ

サ
バ
が
好
き
！　

池
田　

陽
子

不
死
身
の
特
攻
兵

　
　
　
　
　
　
　

鴻
上　

尚
史

や
み
つ
き
バ
ズ
レ
シ
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　

リ
ュ
ウ
ジ

日
本
の
高
速
鉄
道
史

　
　
　
　
　
　
　

高
野　

晃
彰

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

　
　
　
　
　
　

誠
文
堂
新
光
社

新
着
図
書
の
ご
案
内

小
説
・
エ
ッ
セ
イ
な
ど

＊開館時間は午前９時～午後５時です。 
＊花園分館の開館日時は、 水曜・土曜日
　（年末年始は除く）の午後１時～５時です。

6月の図書館休館日

問い合わせ　図書館（内線３０２１）

　図書館で、保存年限が経過した定期購読雑誌
を廃棄することになりました。このような資料
を皆さんに再利用いただけたらと思い、リサイ
クルフェアを開催することになりました。
　無料ですので、お気軽にお越し下さ
い。雑誌の付録も用意していますので
お楽しみに。

＊雑誌の付録につきましては、１人１つとさせ
　ていただきます。

提供日時　　平成30年６月24日（日）
　　　　　　午前10時30分～午後５時
場　　所　　かつらぎ総合文化会館　３階研修室
提供冊数　　雑誌は制限無し
　　　　　　（12時までは、１人５冊以内）

  4(月)・11(月)　
18(月)・25(月)

「リサイクルフェア」のお知らせ

蟻
数
多
殺
し
誰
に
も
裁
か
れ
ず　
　
　
　
　
　
　

前
尾
五
月
夫

お
し
や
べ
り
の
頭
上
鴬
動
か
ざ
る　
　
　
　
　
　

山
元　

桂
子

囀
り
に
目
覚
め
て
機
嫌
良
き
子
か
な　
　
　
　
　

谷
岡　

清
灯

汀
へ
と
人
引
き
寄
す
る
薄
暑
か
な　
　
　
　
　
　

中
畑　

隆
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
麦
句
会
）
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◎
人
権
作
文
優
秀
賞
◎

「
一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、

　
 

み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に
」

妙
寺
中
学
校
３
年　

本 

城 

碧 

乙

　

僕
は
今
、
生
徒
会
の
メ
ン
バ

ー
で
す
。
今
、
僕
達
は
、
「
Ｏ

Ｎ
Ｅ 

Ｆ
Ｏ
Ｒ 

Ａ
Ｌ
Ｌ
、Ａ
Ｌ

Ｌ 

Ｆ
Ｏ
Ｒ 

Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
を
生
徒

会
の
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
て
い

ま
す
。
「
一
人
は
み
ん
な
の
た

め
に
、
み
ん
な
は
一
人
の
た
め

に
」
と
い
う
意
味
で
す
。
こ
の

言
葉
は
、
僕
が
中
学
二
年
生
の

時
に
担
任
の
先
生
か
ら
教
わ
っ

た
言
葉
で
す
。
こ
の
言
葉
の
よ

う
に
、
こ
の
学
校
に
い
る
生
徒

全
員
が
、
一
人
一
人
が
み
ん
な

の
た
め
に
行
動
で
き
る
。
困
っ

て
い
る
人
が
一
人
い
た
ら
、
誰

も
が
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
、

解
決
に
向
け
て
動
け
る
。
何
か

を
決
定
す
る
時
に
は
、
人
任
せ

に
せ
ず
、
一
人
一
人
が
責
任
を

も
っ
て
考
え
、
意
見
を
出
し
合

う
。
そ
う
し
て
お
互
い
が
動
け

合
う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
で
、

学
校
内
に
は
い
つ
も
笑
顔
が
あ

ふ
れ
、
一
人
も
置
い
て
い
か
れ

る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役

割
を
感
じ
な
が
ら
、
学
校
全
体

が
一
致
団
結
で
き
る
。
僕
達
は

そ
れ
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
僕
の
ク
ラ
ス
で
は
、

話
し
合
っ
て
何
か
を
決
定
す
る

時
、
な
か
な
か
話
が
進
み
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
「
誰

か
が
意
見
を
言
う
だ
ろ
う
」
と

考
え
る
人
の
方
が
多
数
だ
か
ら

で
す
。
全
体
で
の
こ
と
を
た
っ

た
一
人
が
動
い
た
と
こ
ろ
で
、

な
か
な
か
前
に
進
み
ま
せ
ん
。

み
ん
な
が
意
見
を
出
し
合
っ
て

は
じ
め
て
、
物
事
が
動
き
全
体

の
事
が
決
ま
っ
て
い
く
の
で
す
。

自
分
が
積
極
的
に
発
言
し
た
り

行
動
す
る
こ
と
で
、
も
し
か
し

た
ら
、
周
囲
の
友
達
か
ら
「
え

え
カ
ッ
コ
し
て
」
と
か
「
え
ら

そ
う
に
」
と
い
う
声
が
出
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、
そ

れ
を
気
に
し
て
い
た
ら
、
何
も

行
動
を
起
こ
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
誰
だ
っ
て
そ
ん
な
風
に
思

わ
れ
た
く
な
い
し
、
い
い
カ
ッ

コ
し
た
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
発

言
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
々
、

責
任
が
自
分
に
ふ
り
か
か
っ
て

く
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
き
た

ら
し
ん
ど
い
事
や
苦
労
は
背
負

い
た
く
な
い
し
、
気
楽
に
い
た

い
。
で
も
、
み
ん
な
が
そ
の
考

え
方
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
、

物
事
な
ん
て
何
も
前
に
進
ま
な

い
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
変
化
も

な
く
、
大
き
く
感
動
す
る
こ
と

も
な
い
で
し
ょ
う
。
僕
が
下
級

生
の
頃
、
三
年
生
の
先
輩
が
い

ろ
ん
な
場
面
で
僕
達
の
こ
と
を

引
っ
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

様
々
な
行
事
の
中
で
先
輩
達
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
が
果
た
さ
れ
、

楽
し
み
、
い
き
い
き
と
輝
く
三

年
生
の
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

勇
気
は
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
思
い
切
っ
て
行
動
す
る
こ

と
で
自
分
の
中
に
生
ま
れ
る
気

持
ち
も
あ
り
ま
す
。
苦
労
し
て

も
誰
か
の
た
め
に
動
い
た
こ
と

を
、
「
あ
り
が
と
う
」
と
人
か

ら
感
謝
さ
れ
た
時
の
嬉
し
さ
。

み
ん
な
で
協
力
し
て
成
功
し
た

時
の
達
成
感
。
ま
た
、
自
分
が

行
動
す
る
こ
と
で
、
僕
が
先
輩

に
感
じ
た
よ
う
に
、
周
り
に
い

る
人
達
が
そ
れ
を
見
て
心
動
く

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

人
の
た
め
に
、
み
ん
な
の
た
め

に
行
動
す
る
こ
と
は
、
た
と
え

（
受
賞
当
時
）

苦
労
が
多
く
て
も
得
る
も
の
は

そ
れ
以
上
に
あ
り
ま
す
。
成
長

も
で
き
る
し
、
気
持
ち
が
充
実

す
る
、
そ
う
考
え
て
、
自
分
を

ふ
る
い
立
た
せ
て
い
ま
す
。

　

僕
は
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の

「
他
人
の
た
め
に
尽
く
す
人
生

こ
そ
価
値
の
あ
る
人
生
だ
」
と

い
う
言
葉
が
好
き
で
す
。
人
の

た
め
に
時
間
や
労
力
を
使
う
。

そ
れ
が
た
と
え
自
分
に
と
っ
て

損
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、

相
手
が
少
し
で
も
幸
せ
に
な
っ

て
く
れ
ま
す
。
人
間
は
人
か
ら

喜
ば
れ
る
こ
と
で
嬉
し
く
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
、
地
球
上
唯

一
の
生
物
な
ん
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
気
持
ち
は
み
ん
な
の
心
の

中
に
も
き
っ
と
あ
り
ま
す
。
誰

か
の
た
め
に
動
い
た
り
、
人
助

け
を
し
た
時
、
初
め
て
気
付
く

感
情
だ
っ
た
り
充
実
感
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

誰
か
の
た
め
に
行
動
す
る
に

は
、
相
手
の
人
の
気
持
ち
に

な
っ
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
先
日
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

に
参
加
し
、
車
イ
ス
の
操
作
の

仕
方
を
小
学
生
の
み
ん
な
に
指

導
し
ま
し
た
。
車
イ
ス
を
操
作

す
る
時
も
、
自
分
が
ど
う
感
じ

る
か
で
は
な
く
、
実
際
に
車
イ

ス
に
乗
っ
て
い
る
人
が
ど
う
感

じ
る
か
を
想
像
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
乗
っ
て
い
る
人
が
怖

い
と
感
じ
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
、

怖
い
と
感
じ
な
い
角
度
で
操
作

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自

分
で
は
ゆ
っ
く
り
だ
と
思
っ
て

も
、
乗
っ
て
い
る
人
が
速
い
と

感
じ
る
な
ら
、
そ
れ
は
意
味
が

あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
感
覚
で

は
な
い
の
で
す
。
自
分
が
ど
う

思
う
か
で
は
な
く
、
そ
の
人
が

ど
う
思
う
か
。
相
手
の
気
持
ち

に
寄
り
そ
っ
て
行
動
で
き
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
す
。
そ
れ
は

介
護
の
場
面
だ
け
で
な
く
、
日

頃
の
友
達
と
の
係
わ
り
方
で
も

同
じ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
み
ん

な
一
人
一
人
が
そ
の
こ
と
を
心

に
持
っ
て
動
い
て
い
た
ら
、
お

互
い
に
傷
つ
け
合
う
こ
と
も
な

く
、
自
然
と
助
け
合
い
の
世
の

中
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
僕
は
、
「
一
人

は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な

は
一
人
の
た
め
に
」
と
い
う
こ

と
を
ず
っ
と
忘
れ
ず
心
に
持
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
様
々

な
場
面
で
、
で
き
る
だ
け
勇
気

を
出
し
て
行
動
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。
誰
か
の
た
め
に
動
く
こ

と
で
得
ら
れ
る
自
分
自
身
の
成

長
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
か
ら
喜

ん
で
も
ら
え
た
時
の
嬉
し
さ
、

充
実
感
。
苦
労
し
て
で
も
全
員

で
協
力
で
き
た
時
の
達
成
感
。

そ
ん
な
気
持
ち
を
い
つ
も
思
い

出
し
て
、
み
ん
な
の
た
め
に
自

ら
行
動
で
き
る
人
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
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文部科学大臣表彰
　県立紀北農芸高校（妙寺・木村清志校長）が、
平成30年度「子どもの読書活動優秀実践校」と
して、文部科学大臣より表彰されました。
　県内唯一の農業専門科高校である同校では、
「課題研究」という授業の中で、生徒全員が２
年間かけて各自のテーマを研究し、発表を行っ
ています。その「課題研究」における図書館利
用の取り組みと、学校図書館による授業支援な
どが主に評価されての受賞です。
　「子ども読書の日」である４月23日（月）、国
立オリンピック記念青少年総合センター（東京
都）で開催された「子どもの読書活動推進フォ
ーラム」において表彰を受けました。

役場見学
　４月20日（金）に笠田小学校３年生が
校外学習の一環として「役場見学」を
行いました。
　この授業では、子どもたちが実際に
役場の中を見て回り仕事内容を教わり
ながら、各課・室や議場などを見学し
ました。

まちまちのわだいわだいまちのわだい

　紀北農芸高校では、
農業をはじめとする未

来の産業を担う人材育
成を念頭に、特色ある

教育活動を行っていま
す。

　「課題研究」という
授業では、生徒一人ひ

とりがテーマを持ち、
それについての研究や

実践を通じて、得られ
た成果を発表していま

す。卒業後、社会に巣
立っていく生徒の将来

を考えた授業内容や図
書館活動を評価してい

ただき、この度、身に
余る受賞となりました

。

　本校の日々の教育活
動がありますのも、何

より、地元の皆様のお
かげです。地域に根ざ

した農業高校として、
今後ともご理解・ご支

援のほど、よろしくお
願いいたします。

紀北農芸高校からのメ
ッセージ
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県史跡佐野寺跡のご案内

復元された木製基壇

式典でのテープカット

式典の参加者 佐野寺跡の位置

佐野寺跡の全体像想像図

　３月17日（土）、和歌山県指定文化財（史跡）「佐野寺跡」の整備完成を祝し、記念式典および講
演会が開催されました。
　佐野寺跡は、昭和50年代から公共事業や民間開発に伴って発掘調査が行われてきた遺跡で、
塔・金堂・講堂・六角形建物跡等の重要遺構が発見され、出土瓦等から飛鳥時代後期に遡ること
が知られる寺院跡です。門から見て金堂を塔の左に置く、奈良県斑鳩町の法起寺と共通する伽藍
配置（寺院の建物配置）であり、平成26年度に行った再発掘調査で、塔の基壇外装が全国でも珍
しい木製であることがわかりました。
　整備では、発掘調査成果をもとに、塔跡と金堂跡の基壇を復元・表示しました。
　式典および講演会では、１１１人の参加があり、参加者からは「佐野寺跡を後世に残していき
たい」などの声が聞かれました。
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「
こ
の
一
球　

届
け
無
事
故

へ　

み
ん
な
の
願
い
」
を
推
進

標
語
に
危
険
物
安
全
週
間
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
天
ぷ
ら

油
な
ど
危
険
物
は
、
現
在
の
私

た
ち
の
生
活
を
支
え
て
く
れ
る

大
変
便
利
な
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
危
険
物

は
管
理
や
取
り
扱
い
を
誤
る
と

火
災
・
漏
洩
事
故
な
ど
重
大
な

事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
特
に

ガ
ソ
リ
ン
は
非
常
に
引
火
し
や

す
く
、
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
が
必
要
で
す
。

　

取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
数

量
・
容
器
な
ど
法
律
に
よ
り
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
や
地

危
険
物
安
全
週
間

域
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、

危
険
物
は
正
し
く
取
り
扱
い
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

伊
都
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防

課
（
☎
22―
０
１
１
９
）

　

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
に

併
せ
て
、
特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

　

家
庭
内
の
揉
め
事
や
近
隣
と

の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
や
差
別

な
ど
で
お
悩
み
の
方
は
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

場
所　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

２
階
多
機
能
研
修
室

日
時　

６
月
１
日
（
金
）

お
知
ら
せ

募　

集

InformationInformationInformation

お知らせお知らせ

6月の6月の6月の

お知らせ

６
月
３
日（
日
）〜
９
日（
土
）

　

水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
水
道
水　

安
全　

お
い
し
い

　

金
メ
ダ
ル
」
で
す
。

　

水
道
週
間
は
、
厚
生
労
働
省
、

都
道
府
県
を
は
じ
め
、
各
市
町

村
の
水
道
事
業
体
な
ど
に
よ
る

さ
ま
ざ
ま
な
広
報
活
動
な
ど
を

通
し
て
、
水
道
に
つ
い
て
住
民

の
理
解
と
関
心
を
高
め
、
公
衆

衛
生
の
向
上
と
生
活
環
境
の
改

善
を
図
る
と
と
も
に
、
水
道
事

業
の
さ
ら
な
る
発
展
に
役
立
て

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

上
下
水
道
課

（
☎
22―

６
５
６
６
）

第
60
回
水
道
週
間

６
月
１
日（
金
）〜
７
日（
木
）

　

平
成
11
年
６
月
23
日
に
男
女

共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
公

布
・
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
ふ
ま

え
、
国
で
は
毎
年
こ
の
一
週
間

を
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
「
走
り
出
せ
、
性

別
の
ハ
ー
ド
ル
を
超
え
て
、

今
」
が
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で

男
女
共
同
参
画
週
間

６
月
23
日（
土
）〜
29
日（
金
）

特
設
人
権
相
談
所
開
設

か
つ
ら
ぎ
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

◆
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

日
時　

平
成
30
年
６
月
21
日（
木
）　

午
後
１
時
30
分
〜

　

場
所　

か
つ
ら
ぎ
町
防
災
セ
ン
タ
ー
１
階
ホ
ー
ル

◆
告
示
日
（
立
候
補
受
付
）

　

平
成
30
年
７
月
17
日（
火
）

◆
投
開
票
日

　

平
成
30
年
７
月
22
日（
日
）

問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
（
内
線
２
０
３
２
）

13,000円
―

30,000円
―
―
―

43,000円

２件
―
３件
―
―
―
５件

―
―
―
―
―
―
０円

―
―
―
―
―
―
０件

町および町長 議会および議長

弔　意
見舞い
お祝い
賛　助
会　費
その他
計

３・４月分 金　額 件数 金　額 件数

町および町長・議会および議長交際費の公表

す
。

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を
実

現
す
る
た
め
、
こ
の
機
会
に
男

女
共
同
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
（
内
線
３
０
１
６
）

受
付　

午
後
１
時
〜
３
時

相
談
時
間　

午
後
１
時
30
分
か

ら
３
時
30
分
ま
で

※

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　

か
つ
ら
ぎ
町
勤
労
者
会
で
は
、

例
年
町
内
の
公
共
施
設
や
道

路
・
駅
周
辺
の
美
化
運
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
誰
で
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

６
月
30
日（
土
）

見
好
支
部　

蟻
通
神
社
集
合

妙
寺
支
部　

妙
寺
駅
集
合

伊
都
支
部　

笠
田
駅
集
合

※
集
合
時
間
は
午
前
８
時

勤
労
者
会
ク
リ
ー
ン
作
戦
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ひ
き
こ
も
り
青
年
の
た
め
の

居
場
所
・
家
族
の
た
め
の
つ
ど
い

◆
居
場
所

６
月
４
日（
月
）、
５
日（
火
）、

11
日（
月
）、
12
日（
火
）、
18
日

（
月
）、
19
日（
火
）、
25
日（
月
）、

26
日（
火
）、
７
月
２
日（
月
）、

３
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

◆
家
族
の
つ
ど
い

６
月
６
日（
水
）、７
月
４
日

（
水
）午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

と
も
に
大
谷
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー　

１
階
和
室

（※

今
月
よ
り
場
所
変
更
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

よ
り
み

ち
（

）
開
所
時
間
内
の
み

※

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課

福
祉
係
（
内
線
２
０
６
６
）

相　

談

心
配
ご
と
・
法
律
相
談

６
月
11
日（
月
）、
25
日（
月
）

７
月
９
日（
月
）

受
付　

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
（
先
着
順
）

相
談
時
間　

午
後
４
時
ま
で

場
所　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議

会
（

22―

４
３
１
１)

子
ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ

　

小
・
中
学
校
の
す
べ
て
の
児

童
、
生
徒
に
レ
タ
ー
用
紙
を
お

配
り
し
ま
す
。
困
っ
た
こ
と
、

悩
ん
で
い
る
こ
と
を
書
い
て
送

っ
て
く
だ
さ
い
。
一
人
で
悩
ま

ず
何
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

和
歌
山
地
方
法

務
局
人
権
擁
護
課
（
０
７
３―

４
２
２―

５
１
３
１
）

６
月
12
日（
火
）

　

笠
田
公
民
館
佐
野
分
館

６
月
19
日（
火
）

　

笠
田
東
児
童
館

６
月
６
日（
水
）、
27
日（
水
）

　

か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会
館

就
職
相
談

理
学
療
法
士
相
談

　

自
宅
で
の
自
主
リ
ハ
ビ
リ
や

健
康
体
操
の
方
法
な
ど
で
お
悩

み
の
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

６
月
１
日（
金
）、
15
日（
金
）

７
月
６
日（
金
）

午
後
１
時
〜
５
時

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

１
階
機
能
訓
練
室

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
衛

生
係
（
内
線
６
０
３
１
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消
費
者
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
和
歌
山
の
専
門
相
談

員
に
よ
る
「
消
費
生
活
相
談

会
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

悪
質
な
訪
問
販
売
や
契
約
・

取
引
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

の
消
費
者
問
題
で
お
悩
み
の
方

の
相
談
に
消
費
生
活
専
門
相
談

員
が
応
じ
ま
す
。

①
６
月
５
日（
火
）

か
つ
ら
ぎ
町
役
場
２
階
会
議
室
Ｂ

②
６
月
12
日（
火
）

高
野
町
役
場
住
民
ホ
ー
ル

③
６
月
19
日（
火
）

橋
本
市
役
所
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

④
６
月
26
日（
火
）

九
度
山
町
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

各
日
、
午
後
１
時
〜
４
時

※
ど
の
会
場
で
も
相
談
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

産
業
観
光
課
商

工
観
光
係
（
内
線
２
２
１
２
）

消
費
生
活
相
談

○７月２日（月）
納期限

● 町民税・県民税　全期・第１期
● 町内固定資産税　全期・第１期
● 介護保険料　　　第２期
　町税などの納付は便利で確実な口座振替を
ご利用ください。

受
付
期
間

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】（
原
則
）

６
月
18
日(

月)
〜
27
日（
水
）

【
郵
送
ま
た
は
持
参
】

６
月
18
日（
月
）〜
20
日（
水
）

（
通
信
日
付
印
有
効
）

試
験
日　

９
月
２
日（
日
）　

試
験
地　

和
歌
山
市
ほ
か

※

詳
細
は
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情

報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

人
事
院
近
畿
事

務
局
試
験
第
二
係
（
☎
０
６―

４
７
９
６―

２
１
９
１
）

平
成
30
年
度
国
家
公
務
員

採
用
一
般
職
試
験

　
　

（
高
卒
者
試
験
）

各
日
、
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

問
い
合
わ
せ　

伊
都
振
興
局
企

画
産
業
課
（

０
７
３
６
―
33

―
４
９
０
９
）
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か
つ
ら
ぎ
町
は
北
に
中
央
構
造
線
の
活
断
層
が
あ
り
地
震
災
害

の
危
険
が
、
南
北
を
山
地
に
囲
ま
れ
土
砂
災
害
の
危
険
が
、
東
西

を
紀
の
川
が
流
れ
水
害
の
危
険
が
そ
れ
ぞ
れ
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

災
害
は
い
つ
や
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ご
自
身
や
大
切

な
家
族
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
い
ざ
と
い
う
時
に
知
っ
て
お

く
べ
き
防
災
の
情
報
を
今
回
か
ら
数
回
に
分
け
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

シリーズ防災（その１）
　

現
在
、
町
内
の
避
難
所
は
61

箇
所
あ
り
ま
す
が
、
災
害
時
に

す
べ
て
の
避
難
所
が
同
時
に
開

設
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

災
害
時
、
今
い
る
場
所
で
そ

の
時
に
開
設
し
て
い
る
一
番
安

全
な
避
難
所
に
避
難
を
開
始
し

て
く
だ
さ
い
。

　

夜
間
で
避
難
が
困
難
と
思
わ

れ
る
場
合
は
、
自
宅
内
の
少
し

で
も
安
全
な
場
所
に
移
動
す
る

な
ど
二
次
災
害
を
防
ぐ
た
め
に

も
状
況
に
応
じ
た
避
難
を
お
願

い
し
ま
す
。

避
難
の
前
に

避
難
の
前
に

　

確
認
す
る
こ
と

　

確
認
す
る
こ
と

避
難
情
報
の

避
難
情
報
の

　

種
類
に
つ
い
て

　

種
類
に
つ
い
て

開
設
避
難
所

開
設
避
難
所

　
　

に
つ
い
て

　
　

に
つ
い
て

避
難
の
前
に

　

確
認
す
る
こ
と

　

か
つ
ら
ぎ
町
で
は
、
状
況
に

応
じ
て
次
の
情
報
を
住
民
の
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

避
難
情
報
の

　

種
類
に
つ
い
て

　

お
年
寄
り
の
方
、
体
の
不
自

由
な
方
、
小
さ
な
子
供
が
い
ら

っ
し
ゃ
る
方
な
ど
避
難
に
時
間

を
要
す
る
方
、
又
は
そ
の
避
難

を
支
援
す
る
方
は
避
難
を
開
始

し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
の
方
は
、
引
き
続
き

避
難
勧
告
・
避
難
指
示
が
発
令

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
避
難
に
向
け
て
準
備
を
し

て
く
だ
さ
い
。

避
難
準
備
・

高
齢
者
等
避
難
開
始
情
報

　

災
害
が
発
生
す
る
な
ど
状
況

が
さ
ら
に
悪
化
し
、
人
的
被
害

の
危
険
性
が
非
常
に
高
ま
っ
た

場
合
に
発
表
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
消
防

防
災
係
（
内
線
２
０
２
２
・
２

０
２
３
）

避
難
指
示

　

（
直
ち
に
避
難
）

　

災
害
に
よ
る
被
害
が
予
想
さ

れ
、
人
的
被
害
が
発
生
す
る
可

能
性
が
高
ま
っ
た
場
合
に
発
表

し
ま
す
。

避
難
勧
告

　

（
速
や
か
に
避
難
）

　

避
難
所
の
開
設
確
認
を
行
う

に
は
次
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

・
町
防
災
メ
ー
ル

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
和
歌
山

※
そ
の
他
、
状
況
に
応
じ
て
広

報
車
に
よ
る
啓
発
・
有
線
放
送

で
の
お
知
ら
せ
を
行
い
ま
す
。

※
町
防
災
メ
ー
ル
の
登
録
方
法

は
、
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
登
録
い
た
だ
く
か
、
総
務

課
消
防
防

災
係
へ
お

問
い
合
わ

せ
く
だ
さ

い
。

開
設
避
難
所

　
　

に
つ
い
て

町防災メール
登録用ＱＲコード

　

避
難
所
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
４
月
広
報
で
お
配

り
し
ま
し
た
「
か
つ
ら
ぎ

町
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆常に災害に備えましょう
　食糧・飲料水・衣料品・貴重品・ラジオ・懐中電
灯・医療品（薬・包帯）など、避難するときに持ち出
す最小限の必需品をリュックサックなどの持ちやす
い状態で準備してください。

◆常に情報収集を行いましょう
　災害時にはテレビ・ラジオ・有線放送・広報車に
よる啓発・携帯電話（メール）などに常に注意を払い、
ご自身の取得できる情報を頼りに状況の判断をして
ください。

◆ご自身の判断を信じて行動しましょう
　誰かからの指示を待つのではなく、ご自身の身に
危険を感じた時はご自身の判断で素早く行動を起こ
してください。

災害に備えて心構えを！

か
つ
ら
ぎ
町
の
避
難
所
に
つ
い
て

※ＱＲコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。
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健康ひろば健康ひろば健康ひろば

日　　程　９月３日（月）～平成31年１月31日（木）
対 象 者　和歌山県後期高齢者医療保険に加入しているかつらぎ町の被保険者で、保険料を滞
　　　　　納しておらず、町が医療機関から個人情報保護法に基づく検査結果などの個人情
　　　　　報の提供を受けることに同意いただける方
検査項目　診察、血圧、眼、耳、尿、大腸がん、血液検査、胸部、心臓、胃部、腹部
　　　　　※乳がん・子宮がん検診は含まれていません。ご希望の方は、一般検診をご利用
　　　　　　ください。
自己負担　５０００円
医療機関　紀和病院、橋本市民病院、名手病院、伊藤クリニック
申込期間　６月１日（金）～29日（金）　午前８時30分～午後５時（土、日を除く）
申込方法　後期高齢者医療保険被保険者証および印鑑を持参のうえ、お申し込みください。

申し込み・問い合わせ　健康推進課保険年金係（内線２０５５、２２１４）

後期高齢者医療保険被保険者の方へ  １日人間ドックのお知らせ
　後期高齢者医療保険の被保険者を対象に、生活習慣病予防の一環として１日人間ドックを実
施します。ぜひ、この機会に受診し、健康管理にお役立てください。

日　　時　６月25日（月）　午後１時30分～
場　　所　かつらぎ町保健福祉センター
申込締切　６月18日（月）

フレイルサポーター養成講座開催
「フレイル」って何？
誰もが加齢とともにおこり得る筋力と活力の衰えを意味します。
フレイルは寝たきりの入り口とも言われています。予防が第一！

「フレイルサポーターの役割」とは？
地域で開催されるフレイル教室にて、フレイルのチェック測定をして頂き、運営スタッフとな
って頂きます。将来の「元気な町かつらぎ！」にはサポーター皆様の力が必要です。

申し込み・問い合わせ　健康推進課衛生係（内線２０５４）

日　時　６月４日（月）、18日（月）　両日とも午後１時～３時
場　所　かつらぎ町地域福祉センター２階
　　　　（かつらぎ町地域包括支援センター）

認知症相談
　認知症に関わることなどでお悩みの方の相談に応じます。

※毎月第１・第３月曜日の開設です（月曜日が祝日の場合は次の平日）。
※相談者が多数の場合は受け付けさせていただき、後日ご連絡・ご訪問します。
※介護、福祉、健康面など生活に関わる相談は随時受け付けています。

問い合わせ　かつらぎ町地域包括支援センター（☎２２－２３２２）

大募集！
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健康ひろば健康ひろば健康ひろば

笠田公民館
（笠田ふるさと交流館）

笠田公民館
（笠田ふるさと交流館）

〔水あそび〕

６月15日㈮10:00～11:00

６月８日㈮10:00～11:00

笠田育児
サークル

妙寺･三谷
育児
サークル

７月25日㈬10:00～11:00

７月20日㈮10:00～11:00

７月11日㈬10:00～11:00

６月27日㈬10:00～11:00佐野育児
サークル

笠田公民館佐野分館
（佐野ふれあい館）
笠田公民館佐野分館
（佐野ふれあい館）
〔水あそび〕

６月21日㈭10:00～11:00

７月19日㈭10:00～11:00

丁ノ町育児
サークル

丁ノ町地域
交流センター

丁ノ町地域
交流センター

三谷公民館
〔水あそび〕

サークル名 場　　所 日　　　時

子育て支援センターからのお知らせ

場所（上記いずれも）：子育て支援センター（保健福祉センター1階）
問い合わせ   子育て支援センター「はぐくみ」（ ２２－０３００）

日・祝以外は開いているのでいつでも遊びに来てね。

・６月14日（木） 午後３時～３時45分
１歳児以上のお友達とお母さんの遊びの場です。
わくわく広場

子育てについて、いろんなおしゃべりを楽しもう♪
おしゃべりサロン

・６月21日（木） 午前10時～11時

・６月21日（木） 午後１時～３時
※この日以外でも気軽にご相談ください。

子育てについて悩んでいませんか？
育児相談

※お誕生月の未就園児のみを対象とさせていただきます。
・ 毎月第１、第２金曜日 午前中（午前9時～11時30分）
誕生日の記念に手形or足形を残しませんか？
「おめでとう」コーナー

子育て講座や親子でふれあう交流の場を開いています。
・６月28日（木） 
　午前10時～11時

なかよし広場

・６月18日（月） 午前10時～11時
１歳未満の赤ちゃんとお母さんのふれあいの場です。
赤ちゃんクラブ「よちよち」

４
月
の
な
か
よ
し
広
場
は
、
紀
の
川
堤
防
沿

い
を
散
歩
し
ま
し
た
。

春
の
陽
気
の
中
で
た
く
さ
ん
お
し
ゃ
べ
り
も

し
ま
し
た
。

た
ん
ぽ
ぽ
の
綿
毛
見
つ
け
た
よ
！

二
人
一
緒
で
仲
良
く
「
ふ
〜
」
と
ふ
い
て
ま

す
♪

「かきおうじ

　　　　　と遊ぼ
う」

「足つぼ＆ストレ
ッチ」

※要申し込み　　

　　5月21日㈪～
定員10組

園 庭 開 放

佐　野

三　谷

第２
火曜日

第３
火曜日

７月10日
午前９時30分
　  ～10時30分
７月17日
午前９時30分
　  ～10時30分

７　

月

佐　野

三　谷

第２
火曜日

第３
火曜日

６月12日
午前９時30分
　  ～10時30分
６月19日
午前９時30分
　  ～10時30分

６　

月

こども園名 日　　時

●育児サークル
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【問い合わせ】健康推進課衛生係（内線2054・2059）
６月の保健カレンダー月の保健カレンダー６月の保健カレンダー

※いずれの場合も、 母子手帳を持参してください。 
※4か月・6か月児、1歳6か月児健康診査については、午前11時から会場で受付番号札を配布します。

平成29年12月生まれ
平成30年２月生まれ

平成28年10月生まれ
平成28年11月生まれ

平成29年７月生まれ

平成29年８月生まれ

平成28年４月生まれ

平成28年５月生まれ

平成29年11月生まれ

平成29年６月生まれ

身体計測・医師による診察・発達観察・育
児相談・離乳食指導 ［バスタオル持参］
身体計測・医師による診察・歯科医師による
歯科検診・歯科指導・発達観察・食事指導

身体計測・発達観察・育児相談・歯科指導・
離乳食指導

身体計測・発達観察・育児相談・食事指導・
歯科指導

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

６月28日㈭
13:00～14:00
６月27日㈬
13:00～14:00

６月５日㈫
9:30～10:00

７月３日㈫
9:30～10:00

６月４日㈪
9:30～10:00
７月２日㈪
9:30～10:00

６月８日㈮
13:30～15:30
６月６日㈬
13:30～14:30
６月20日㈬
13:30～14:30
６月６日㈬
10:00～11:00

平成29年７月生まれ７月４日㈬
10:00～11:00

おおむね4か月児健診を受診す
るまでの子を持つ保護者･妊婦

授乳指導・子育てワンポイント・交流会　
[事前に申し込みが必要です]

ふれあい遊び・子守歌・絵本の読み聞かせ
・ペープサート・交流会・ブックスタート
事業による絵本のプレゼント

ふれあい遊び・手遊び・お歌・絵本の読み
聞かせ・交流会

子育て教室
「すくすく」

７か月児教室
「さくらんぼ」

11か月児教室
「りんごちゃん」

２歳児
健康相談

10か月児
健康相談

１歳６か月児
健康診査

4か月・6か月児
健康診査

事　　業　　名 場　所 内　　容　　な　　ど日　　時 対　　　象

　年間を通して、糖尿病についての正しい知識が学べる教室です。
　皆で楽しく健康づくりに取り組んでみませんか。途中からの参加も大歓迎です。お気軽にお問い合わせ
ください。

「糖尿病の食事管理」
日　　時　６月13日（水）　 9:30～12:00
場　　所　保健福祉センター２階

◆６月の内容

※動きやすい服装でお越しください。
　水分補給の用意も忘れずに！

「糖尿病の重症化予防」
日　　時　７月11日（水）　 9:30～12:00
場　　所　保健福祉センター２階

◆７月の内容

※動きやすい服装でお越しください。
　水分補給の用意も忘れずに！

● 糖尿病フォローアップ教室

● 母子の健診・相談・教室

　乳幼児から高齢者までお気軽にご利用ください。 
また、時間を要する相談は事前にご予約ください。

６月７日㈭
７月５日㈭

保健福祉センター 9:30～11:00

月　日 時　間場　　　所

● 一般健康相談 ● 献血

６月22日㈮
伊都消防組合消防本部
農 林 大 学 校

  8:45～12:00
13:30～16:00

月　日 時　間場　　　所

【対象者】16～69歳までの方。ただし、65歳以上の方については、
60～64歳の間に献血経験があり、健康上特に問題のない方。
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